
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見
え
な
い
壁
を 

 

 

校
長 

内
山 

晋 
  

初
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

ス
タ
ー
ト
と
共
に
飛
び
出
す
一

年
生
の
子
供
た
ち
。
最
初
か
ら

限
界
（
見
え
な
い
壁
）
を
作
っ

て
諦
め
る
の
で
は
な
く
挑
戦
す

る
姿
は
、
ど
ん
な
に
輝
き
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

◆ 

ふ
る
さ
と
は 

一
枚
の
紙 

 

ニ
ュ
ー
ス
解
説
者
、
橋
本
五
郎

さ
ん
は
、
秋
田
県
出
身
。
経
済
的

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
橋
本
少
年

は
、
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
一
枚
の
紙

を
三
度
使
い
ま
す
。
鉛
筆
で
書
い

た
上
に
ペ
ン
、
最
後
に
赤
ペ
ン
。

確
か
に
不
便
で
す
。
で
も
、
し
っ

か
り
考
え
る
習
慣
に
繋
が
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
体
験
は
、
お
金

や
容
姿
、
学
力
の
差
で
「
見
え
な

い
壁
」
を
作
る
世
の
中
を
壊
す
役

に
立
つ
志
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
自
分
を
ま
っ
さ
ら
に
見
つ

め
る
親
と
教
師
が
、
「
自
分
を
信

じ
る
」
力
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
、
歴

史
を
大
切
に
思
う
心
は
、
「
一
枚

の
紙
」
に
浮
か
び
上
が
る
「
大
人
」

の
姿
だ
そ
う
で
す
。 

 

◆ 

足
り
な
さ
は
、
対
話
の
母 

 

対
話(

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン)

で
は
、
「
ス
ム
ー
ズ
」
さ
が
大
事
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須田っ子  第8 号 
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で
す
。
で
も
、
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ

る
が
如
し
。
何
事
も
ち
ょ
っ
と
足

り
な
い
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い

で
す
。
そ
の
こ
と
を
、
先
日
の
小
中

交
流
会
で
子
供
た
ち
か
ら
教
え
ら

れ
ま
し
た
。 

小
さ
な
ボ
ー
ル
を
、
つ
な
い
だ

レ
ー
ル
で
ゴ
ー
ル
ま
で
送
る
ゲ
ー

ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

体
験
で
戸
惑
う
小
学
生
。
案
の
定
、

途
中
で
ポ
ロ
ポ
ロ
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
上
手
く
い
か
ず
表
情
も
曇

っ
て
き
た
時
、
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り

と
説
明
し
始
め
る
中
学
生
た
ち
。

小
学
生
の
子
供
た
ち
に
「
安
心
感
」

を
与
え
ま
し
た
。
口
々
か
ら
、
ア
イ

デ
ア
や
応
援
の
言
葉
が
ど
ん
ど
ん

出
て
く
る
ん
で
す
。 

「
伝
え
る
」
ス
キ
ル
指
導
は
こ

れ
か
ら
も
勿
論
続
け
ま
す
。
さ
ら

に
、
相
手
に
よ
り
よ
く
「
伝
わ
る
」

た
め
の
、「
足
り
な
い
」
こ
と
を
質

問
し
た
り
提
案
し
た
り
す
る
指
導

も
加
え
て
い
き
ま
す
。
須
田
中
の

子
供
た
ち
か
ら
、
思
い
込
み
の
壁

を
壊
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

 

◆ 

「
須
田
三
山
」
を
極
め
る 

  

出
来
な
い
理
由
を
探
す
よ
り
、

目
の
前
の
課
題
が
出
来
る
た
め
の

方
法
を
生
み
出
す
努
力
が
、「
見
え

な
い
壁
（
限
界
）」
を
壊
し
、
子
供

に
自
信
を
も
た
せ
る
た
め
、「
須
田

三
山
」
に
た
わ
ま
ず
挑
戦
し
ま
す
。

「見えない壁の先に！」～「校内マラソン大会」から（2019.10.3）

※「須田三山」…前号(７号)に記載した２学期重点指導【論理の力を育てる授業,時間編集力,須田 dy（ふるさと・須田学習）】 

 
 

須田小 イイね！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実りの２学期も２ヶ月が過ぎました。全校マラソン大会や文化祭といったイベントを情熱の焦

点の一つとして、めあてをもち取り組むことができました。マラソン大会での「緊張した表情」

と、文化祭ステージ発表での「柔らかい表情」との対比的な姿は、子供の達成感を象徴していると

思います。さて、１１月は「須田三山」（論理力を育てる授業）、（授業で学んだことを生かす須田

dy:ふるさと・須田学習）、（健康な体と心を支え

る時間編集力）を進めてまいります。 

 

１０／１０（木）芋ほり体験（１・２年生） 

校舎裏の「１・２年芋畑」で、甘藷（さつまいも）

の収穫をしました。土の中から宝物のように掘り

出される度に、歓声が沸き上がる収穫作業になり

ました。 
 

１０／７（月）梨づくり見学（３年生） 

 収穫の時期を迎えた須田の梨畑を見学さ

せていただきました。たわわに実った須田の

梨の美味しさの秘密について学びました。 

１０／１５（火）ゆっくり！ 須田小中交流会 

 小さな玉を、一人一人のもつレールで「繋ぐ」

ゲーム。簡単そうですがゴールまでたどり着か

ないもどかしさ。「ゆっくり」という言葉が自然

に出てきます。ゲームを通して、言葉・しぐさ等

から、思いやる気持ちの素地を育まれているこ

とが、感じられました。動画 
 

多様な考えを育む読書 9 月の読書しらべ 
 

◆４月からの累計冊数 ６７３６冊 
◆９月１ケ月の読書数 １５２８冊 
一人当たりの読書数   １７冊 

◆学年年間目標読書数   １／３児童達成 


